
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルが具備する複数の各絵素電極に入力される表示信号を補正することにより、
該液晶パネルを用いた液晶表示装置のクロストークを解消するようにしたクロストーク解
消回路において、
　補正対象の絵素の表示信号と、該補正対象の絵素のソースラインと垂直な一定の方向に
隣接する隣接絵素の表示信号とを入力し、該補正対象の絵素の表示信号を補正するための
補正信号を出力するＬＵＴ

ことを特徴とするクロストーク解消回路。
【請求項２】
　請求項１に記載のクロストーク解消回路において、
　前記隣接絵素
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と、
　前記補正対象絵素に隣接する隣接絵素の表示信号を補正するための隣接絵素補正用ＬＵ
Ｔとを備え、
　該隣接絵素補正用ＬＵＴは、前記隣接絵素のソースラインと垂直な一定の方向に隣接す
る隣々接絵素の表示信号と、前記隣接絵素の表示信号とを用いて、該隣接絵素の補正値デ
ータを抽出して隣接絵素補正信号として出力し、
　前記補正対象絵素を補正するための前記ＬＵＴは、前記隣接絵素補正用ＬＵＴから出力
された信号を用いて補正した隣接絵素の表示信号と、前記補正対象絵素の表示信号とを入
力し、該補正対象絵素の補正データを抽出する

補正用ＬＵＴに補正値データを設定する信号レベルの間隔は、前記補正対
象絵素補正用のＬＵＴに補正値データを設定する信号レベルの間隔に比して、粗く設定さ



ことを特徴とするクロストーク解消回路。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のクロストーク解消回路において、
　前記ＬＵＴ

ことを特徴とするクロストーク解消回路。
【請求項４】
　請求 記載のクロストーク解消回路において、
　前記

ことを特徴とするクロストーク解消回路。
【請求項５】
　請求項４に記載のクロストーク解消回路において、
　前記

直線補間 ことにより、 目的とする補正値データを抽出することを特徴とす
るクロストーク解消回路。
【請求項６】
　請求項 ５ に記載のクロストーク解消回路において、
　前記ＬＵＴ

ことを特徴とする
クロストーク解消回路。
【請求項７】
　請求項 ないし６のいずれか１に記載のクロストーク解消回路において、
　前記ＬＵＴ

ことを特徴とするクロストーク解消回路。
【請求項８】
　請求項１ないし のいずれか１に記載のクロストーク解消回路を具備することを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項９】
　複数の絵素電極がマトリックス状に形成されたアクティブマトリックス型液晶パネルを
用いて、該絵素電極に電圧を印加し、この電荷を１フレーム期間保持することにより、カ
ラー画像を表示する液晶表示装置であって、
　各絵素電極へ入力される表示信号を補正する補正手段を備え、
　該補正手段は、 絵素電極に入力される表示信号に関わらず、当該絵素の表示
輝度が本来表示されるべき表示輝度に対して色差ΔＥ＝６ .５以下となるように、当該絵
素電極に入力されるべき表示信号を補正することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１０】
　請求項 に記載の液晶表示装置において、
　前記補正手段は、 ソースラインに沿って連なる絵素電極に入力されるべき表示信号と

該絵素電極に入力されるべき表示信号とを用いて、当該絵素電極へ入力されるべき表
示信号に対する補正信号を生成することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１１】
　請求項 に記載の液晶表示装置において、
　前記補正手段は、当該絵素電極に表示信号が入力されてから以降の期間に、当該絵素電
極以外の絵素電極に入力される表示信号に関わらず、当該絵素の表示輝度が本来表示され
るべき表示輝度に対して色差ΔＥ＝６ .５以下となるように、当該絵素電極に入力される
べき表示信号を補正することを特徴とする液晶表示装置。

10

20

30

40

50

(2) JP 3792246 B2 2006.7.5

れる

に補正値データを設定する信号レベルの間隔は、各絵素電極に入力される表
示信号の信号レベルが取りうるレベル幅に対して、所定のレベル幅刻みで粗く設定される

項３に
補正値データを設定した信号レベル間の信号レベルに対応する補正値データを前記

ＬＵＴから抽出する場合、前記信号レベル間を直線補間することにより、目的とする補正
値データを抽出する

ＬＵＴは、補正対象絵素の信号レベルと隣接絵素の信号レベルとを用いて抽出する
補正値データが０となる領域が省略して作成され、前記補正値データが０となる信号レベ
ルとその信号レベルに隣接して設定された信号レベルとの間で前記直線補間を行う場合、
該隣接して設定された信号レベルの補正値データと、予め定めた固定補正値データ０との
間で を行う 前記

３ないし のいずれか１
に補正値データを設定する信号レベルの間隔は、前記隣接絵素の信号レベル

に比して、前記補正対象の絵素の信号レベルが細かい間隔で設定される

１
をＲＧＢの各原色毎に設け、該各色のＬＵＴの補正値を個別に設定可能とし

た

７

画面全体の

９
各

、当

９



【請求項１２】
　請求項 に記載の液晶表示装置において、
　前記補正手段は、当該絵素電極に表示信号が入力されるべきタイミング以降の期間に、
当該絵素電極以外の絵素電極に入力されるべき表示信号と、当該絵素電極に入力されるべ
き表示信号とを用いて、当該絵素電極へ入力されるべき表示信号に対する補正信号を生成
することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１３】
　請求項 に記載の液晶表示装置において、
　前記補正手段は、当該絵素電極に表示信号が入力される以前の期間に、当該絵素電極以
外の絵素電極に入力された表示信号に関わらず、当該絵素の表示輝度が本来表示されるべ
き表示輝度に対して色差ΔＥ＝６ .５以下となるように、当該絵素電極に入力されるべき
表示信号を補正することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１４】
　請求項 に記載の液晶表示装置において、
　前記補正手段は、当該絵素電極に表示信号が入力されるべきタイミング以前の期間に、
当該絵素電極以外の絵素電極に入力された表示信号と、当該絵素電極に入力されるべき表
示信号とを用いて、当該絵素電極へ入力されるべき表示信号に対する補正信号を生成する
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１５】
　複数の絵素電極がマトリックス状に形成されたアクティブマトリックス型液晶パネルを
用いて、該絵素電極に電圧を印加し、この電荷を１フレーム期間保持することにより、カ
ラー画像を表示する液晶表示装置のクロストーク解消回路であって、
　各絵素電極へ入力される表示信号を補正する補正手段を備え、
　該補正手段は、 絵素電極に入力される表示信号に関わらず、当該絵素の表示
輝度が本来表示されるべき表示輝度に対して色差ΔＥ＝６ .５以下となるように、当該絵
素電極に入力されるべき表示信号を補正することを特徴とするクロストーク解消回路。
【請求項１６】
　請求項 に記載のクロストーク解消回路において、
　前記補正手段は、 ソースラインに沿って連なる絵素電極に入力されるべき表示信号と

該絵素電極に入力されるべき表示信号とを用いて、当該絵素電極へ入力されるべき表
示信号に対する補正信号を生成することを特徴とするクロストーク解消回路。
【請求項１７】
　請求項 に記載のクロストーク解消回路において、
　前記補正手段は、当該絵素電極に表示信号が入力されてから以降の期間に、当該絵素電
極以外の絵素電極に入力される表示信号に関わらず、当該絵素の表示輝度が本来表示され
るべき表示輝度に対して色差ΔＥ＝６ .５以下となるように、当該絵素電極に入力される
べき表示信号を補正することを特徴とするクロストーク解消回路。
【請求項１８】
　請求項 に記載のクロストーク解消回路において、
　前記補正手段は、当該絵素電極に表示信号が入力されるべきタイミング以降の期間に、
当該絵素電極以外の絵素電極に入力されるべき表示信号と、当該絵素電極に入力されるべ
き表示信号とを用いて、当該絵素電極へ入力されるべき表示信号に対する補正信号を生成
することを特徴とするクロストーク解消回路。
【請求項１９】
　請求項 に記載のクロストーク解消回路において、
　前記補正手段は、当該絵素電極に表示信号が入力される以前の期間に、当該絵素電極以
外の絵素電極に入力された表示信号に関わらず、当該絵素の表示輝度が本来表示されるべ
き表示輝度に対して色差ΔＥ＝６ .５以下となるように、当該絵素電極に入力されるべき
表示信号を補正することを特徴とするクロストーク解消回路。
【請求項２０】
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　請求項 に記載のクロストーク解消回路において、
　前記補正手段は、当該絵素電極に表示信号が入力されるべきタイミング以前の期間に、
当該絵素電極以外の絵素電極に入力された表示信号と、当該絵素電極に入力されるべき表
示信号とを用いて、当該絵素電極へ入力されるべき表示信号に対する補正信号を生成する
ことを特徴とするクロストーク解消回路。
【請求項２１】
　複数の絵素電極がマトリックス状に形成されたアクティブマトリックス型液晶パネルを
用いて、該絵素電極に電圧を印加し、この電荷を１フレーム期間保持することにより、カ
ラー画像を表示する液晶表示装置の表示制御方法であって、
　各絵素電極へ入力される表示信号を補正する補正ステップを有し、
　該補正ステップは、 絵素電極に入力される表示信号に関わらず、当該絵素の
表示輝度が本来表示されるべき表示輝度に対して色差ΔＥ＝６ .５以下となるように、当
該絵素電極に入力されるべき表示信号を補正することを特徴とする表示制御方法。
【請求項２２】
　請求項 に記載の表示制御方法において、
　前記補正ステップは、 ソースラインに沿って連なる絵素電極に入力されるべき表示信
号と 該絵素電極に入力されるべき表示信号とを用いて、当該絵素電極へ入力されるべ
き表示信号に対する補正信号を生成することを特徴とする表示制御方法。
【請求項２３】
　請求項 に記載の表示制御方法において、
　前記補正ステップは、当該絵素電極に表示信号が入力されてから以降の期間に、当該絵
素電極以外の絵素電極に入力される表示信号に関わらず、当該絵素の表示輝度が本来表示
されるべき表示輝度に対して色差ΔＥ＝６ .５以下となるように、当該絵素電極に入力さ
れるべき表示信号を補正することを特徴とする表示制御方法。
【請求項２４】
　請求項 に記載の表示制御方法において、
　前記補正ステップは、当該絵素電極に表示信号が入力されるべきタイミング以降の期間
に、当該絵素電極以外の絵素電極に入力されるべき表示信号と、当該絵素電極に入力され
るべき表示信号とを用いて、当該絵素電極へ入力されるべき表示信号に対する補正信号を
生成することを特徴とする表示制御方法。
【請求項２５】
　請求項 に記載の表示制御方法において、
　前記補正ステップは、当該絵素電極に表示信号が入力される以前の期間に、当該絵素電
極以外の絵素電極に入力された表示信号に関わらず、当該絵素の表示輝度が本来表示され
るべき表示輝度に対して色差ΔＥ＝６ .５以下となるように、当該絵素電極に入力される
べき表示信号を補正することを特徴とする表示制御方法。
【請求項２６】
　請求項 に記載の表示制御方法において、
　前記補正ステップは、当該絵素電極に表示信号が入力されるべきタイミング以前の期間
に、当該絵素電極以外の絵素電極に入力された表示信号と、当該絵素電極に入力されるべ
き表示信号とを用いて、当該絵素電極へ入力されるべき表示信号に対する補正信号を生成
することを特徴とする表示制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、クロストーク解消回路、液晶表示装置、及び表示制御方法に関し、より詳細
には、液晶表示装置のクロストークを解消して高品質の画像表示を行うためのクロストー
ク解消回路と、そのクロストーク解消回路を具備する液晶表示装置と、クロストークを解
消して高品質の画像表示を行う表示制御方法とに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　コンピュータやテレビジョン受像機のディスプレイとして、液晶ディスプレイが普及し
ている、液晶ディスプレイには、アドレス素子として薄膜トランジスタ（ＴＦＴ（Ｔｈｉ
ｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ））を備えたアクティブマトリックス型の液晶パネ
ルが多く用いられている。
　このようなＴＦＴによるアクティブマトリックス型の液晶パネルにおいて、近年、高輝
度・高コントラスト・低消費電力を実現する超高開口率化技術であるＳＨＡ（Ｓｕｐｅｒ
　Ｈｉｇｈ　Ａｐｅｒｔｕｒｅ　Ｒａｔｉｏ）技術を使用したパネルが実現されている。
　図１２は、ＳＨＡ技術を利用したＴＦＴ液晶パネルにおける絵素電極の構成例を説明す
るための図で、図１２（Ａ）は絵素電極部の平面概略図で、図１２（Ｂ）は絵素電極部の
側断面の概略構成図である。図１２において、１１は絵素電極、１２はＴＦＴ、１３はソ
ースライン、１４はゲートライン、１５は寄生容量、１６は特殊樹脂である。
【０００３】
　アクティブマトリックス基板上には、複数の絵素電極１１がマトリックス状に形成され
ている。そして絵素電極１１ごとにスイッチング素子であるＴＦＴ１２が設けられ、各絵
素電極１１に接続されている。ＴＦＴ１２のゲート電極には、走査信号を供給するための
ゲートライン１４が接続され、ゲート電極に入力されるゲート信号によってＴＦＴが駆動
制御される。各絵素電極１１に対応するそれぞれの絵素は、サブピクセルと言われ、通常
ＲＧＢの各色のいずれかを表示するために用いられる。そしてＲＧＢの３つの絵素のまと
まりを画素という。
【０００４】
　上記のＴＦＴ１２のソース電極には、表示信号（データ信号）を供給するためのソース
ライン１３が接続され、ＴＦＴ１２を駆動させるときに、表示信号がＴＦＴ１２を介して
絵素電極１１に入力する。これらのゲートライン１４とソースライン１３とは、マトリク
ス状に配列された絵素電極１１の周囲で互いに直交するように配設される。
【０００５】
　ＳＨＡ構造の液晶パネルでは、特殊樹脂１６を層間絶縁膜として用いて超高開口率を得
るようにしている。図１２（Ｂ）に示すように、ここでは、絵素電極１１は、特殊樹脂１
６を介してソースライン１３の上方に配置された立体構造を有する。これにより、絵素電
極１１とソースライン１３との間に寄生容量１５が不可避的に発生する。
【０００６】
　この寄生容量１５は、それぞれ当該絵素電極に表示信号を供給するソースライン１３と
、その絵素電極に隣接する他の絵素電極へ表示信号を供給するためのソースライン１３と
の間に形成されることから、一つの絵素電極に対して二つの容量結合が形成されることに
なる。
【０００７】
　上述のアクティブマトリックス型の表示装置において、例えば、上記のような立体構造
のない平面構造（Ｎｏｎ－ＳＨＡ）で、寄生容量１５が存在しないようなものの場合、ゲ
ートライン１４がＯＮ時にのみソースライン１３の電圧が絵素電極１１に印加され、ゲー
トライン１４がＯＦＦ時には１フレーム期間この電荷が保持される。しかし、寄生容量１
５による容量結合が生じる場合、絵素電極１１に保持された電荷が寄生容量１５を通して
漏れたり、印加されたりして不安定になる。この要因がクロストークとなり、画質低下の
問題となる。
【０００８】
　また、図１３には一般的なカラーフィルタの分光特性を例示しているが、同図に示すよ
うに、カラーフィルタの透過率は各原色が重なり合っており表示色の色純度に影響を及ぼ
す。このような表示色への影響は、光透過率の波長依存性などの他に偏光板からの漏れ光
等の光学的要因によっても誘発されるもので、云わば光学的クロストークである。
【０００９】
　このような問題に対し、例えば、特許文献１には、信号線に交差する補助容量線から信
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号線に沿ってシールド電極を延在させ、シールド電極の一方の縁辺を当該絵素電極に重畳
させるとともに、他方の縁辺を隣接絵素電極に重畳させ、その重畳長さＬ１，Ｌ２を異な
らせることによって、ひとつの絵素電極とその両側の信号線間の容量のバランスをとり、
クロストークなどの表示不良を防止できるようにしたアクティブマトリックス型液晶表示
装置が開示されている。
【００１０】
　また、特許文献２には、ドライブ電圧（液晶に加わる電圧）の絶縁層での拡散を補償す
るプラズマアドレス型表示装置のクロストーク補正装置に関し、絵素Ｇ [ｎ ]について、出
力信号ＤＧ [ｎ ]＝入力信号ＳＧ [ｎ ]＋補正信号Ｈ・（（ＳＧ [ｎ ]－ＳＲ [ｎ ]）＋（ＳＧ [
ｎ ]－ＳＢ [ｎ ]））を生成して出力するものが開示されている。
【特許文献１】特開２０００－２０６５６０号公報
【特許文献２】特開２０００－３２１５５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　上述したように、アクティブマトリックス型の液晶パネルの各絵素電極１１には、自絵
素のソースライン１３と、隣接絵素のソースライン１３との間に寄生容量１５による容量
結合が存在する。クロストークは、この容量結合の存在により、ＴＦＴ１２のオフ時に絵
素電極１１に保持される実効電圧が変化させられることが原因となって発生する。
【００１２】
　また、特許文献１の発明は、光漏れによる表示不良を解消する目的で、クロストークが
生じないように、液晶の配向不良が発生する領域だけ遮光体と画素電極との重なり幅を大
きくするもので、上記のような特定の隣接絵素によるクロストークの影響を補正するもの
ではない。
　さらに、特許文献１の発明は、液晶パネルの構成が複雑化することで、製造工程が煩雑
化しコストの増加が見込まれる。また、遮光体と画素電極との重なり幅を大きくすること
で、液晶パネルの透過率が減少するという問題を招来する。
【００１３】
　そしてまた、特許文献２の発明は、注目画素Ｇ [ｎ ]の両隣に位置する画素Ｒ [ｎ ]、Ｂ [
ｎ ]への入力信号ＳＲ [ｎ ]、ＳＢ [ｎ ]を用いて、該注目画素Ｇ [ｎ ]の出力信号ＤＧ [ｎ ]を
得るものであり、クロストーク補正係数Ｈを用いるものであるが、特許文献２には、この
クロストーク補正係数Ｈ（及びクロストーク係数Ｋ）の根拠について全く記載されていな
い。
【００１４】
　また、特許文献２の発明は、着目絵素電極に対してソースラインと垂直な方向に隣接す
る２つの隣接電極へ入力される表示信号による電気的クロストークを防止するものである
が、ソースラインと垂直な方向以外の方向に生じるクロストークを解消することができな
いという問題がある。
【００１５】
　例えば、特許文献２の発明の場合、着目絵素電極に表示信号が入力されてから、次回再
び入力されるまでの未来の１フレーム期間中に、他の絵素電極に入力される表示信号によ
って生じる時間軸上のクロストークの影響を補正することができないという問題がある。
【００１６】
　また、特許文献２の発明の場合、着目絵素電極に対してソースラインと水平な方向に連
なる他の絵素電極に入力される表示信号によって生じる電気的クロストークの影響を補正
することができないという問題がある。
【００１７】
　さらに、特許文献２の発明は、光学的クロストークの影響を補正することができないと
いう問題もある。
【００１８】
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　そしてまた、特許文献２の発明においては、クロストーク補正係数Ｈとクロストーク係
数Ｋとの関係がＨ＝Ｋ /（１－３Ｋ）を満たし、且つ、隣接画素の同色の絵素信号レベル
が同一である（ＳＲ [ｎ ]＝ＳＲ [ｎ +1]，ＳＢ [ｎ ]＝ＳＢ [ｎ -1]）場合にのみ、クロストー
クの補正が可能となっており、着目絵素が属する画素とその隣接画素との差が大きい場合
、すなわち着目絵素と隣接画素中の同色の絵素との信号の差が大きい場合には、補正に誤
差（その大きさに従った誤差）が生じるという問題を有している。
【００１９】
　本発明は、上述のごとき実情に鑑みてなされたもので、表示装置のソースラインと垂直
な方向のみならず、水平及び斜め方向に連なる絵素電極間で生じるクロストークや、当該
絵素に表示信号が入力されてから未来の１フレームの期間中に生じるクロストークなどを
効果的に除去することができ、正確で高品質の画像表示を可能とするクロストーク解消回
路、液晶表示装置、及び表示制御方法を提供することを目的とするものである。
【００２０】
　また、表示装置には、カラーフィルタの光透過率の波長依存性や、偏光板からの漏れ光
等から誘発される光学的クロストークも存在するが、この光学的クロストークを考慮に入
れた光学測定結果を基に、クロストーク解消回路のＬＵＴ補正値を作成することで、すべ
ての方向に係る電気的及び光学的クロストークを同時に解消して、正確で高品質の画像表
示を可能とするクロストーク解消回路、液晶表示装置、及び表示制御方法を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　第１の技術手段は、液晶パネルが具備する複数の各絵素電極に入力される表示信号を補
正することにより、該液晶パネルを用いた液晶表示装置のクロストークを解消するように
したクロストーク解消回路において、補正対象の絵素の表示信号と、該補正対象の絵素の
ソースラインと垂直な一定の方向に隣接する隣接絵素の表示信号とを入力し、該補正対象
の絵素の表示信号を補正するための補正信号を出力するＬＵＴ

ことを特徴としたものである。
　このように、ＬＵＴを用いて抽出した補正値によって着目絵素電極に入力される表示信
号を補正することで、液晶パネルの絵素電極間に生じるクロストークの影響を除去して、
高品質の画像表示を行うことができる。また、ＬＵＴを用いてクロストークの補正値を抽
出しているので、例えば上記特許文献２に記載のもののように、隣接画素に含まれる同色
の絵素信号レベルが同一であるという特定条件下でしか正確な補正ができないものとは異
なり、どのような条件の下でも正確なクロストークの補正を行うことが可能である。
　ここで一般的に、クロストーク量は、補正対象の絵素の表示信号レベルと、補正対象の
絵素に影響を与えてクロストークを生じさせる隣接絵素の表示信号レベルとの大小関係に
より変化するが、この時の変化は非線形であるため、ＬＵＴを用いることで処理効率が向
上し、これに伴うコストダウンを図ることができる。

【００２３】
　第２の技術手段は、第１の技術手段において、隣接絵素
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と、補正対象絵素に隣接す
る隣接絵素の表示信号を補正するための隣接絵素補正用ＬＵＴとを備え、隣接絵素補正用
ＬＵＴは、隣接絵素のソースラインと垂直な一定の方向に隣接する隣々接絵素の表示信号
と、隣接絵素の表示信号とを用いて、隣接絵素の補正値データを抽出して隣接絵素補正信
号として出力し、補正対象絵素を補正するためのＬＵＴは、隣接絵素補正用ＬＵＴから出
力された信号を用いて補正した隣接絵素の表示信号と、補正対象絵素の表示信号とを入力
し、補正対象絵素の補正データを抽出する

　また、クロストークの補正において、クロストークの流れが画面水平方向の右から左で
あれば、画面右端の絵素から順にリレー方式で補正をする必要がある。しかし、この方法
ではリアルタイム処理が困難であり実用的でないため、上記のように、隣々接絵素から隣
接絵素の補正、さらに補正後の隣接絵素から補正対象絵素の補正を行うことで、リレー方
式と同等に精度の良いクロストークの補正が可能となる。

補正用ＬＵＴに補正値データを
設定する信号レベルの間隔は、補正対象絵素補正用のＬＵＴに補正値データを設定する信



ことを特徴としたものである。

【００２４】
　第３の技術手段は、第１または２の技術手段において ＵＴ

ことを特徴としたものである。

【００２５】
　第４の技術手段は ３ 術手段において、

ことを特徴としたものである。

【００２６】
　第５の技術手段は、第４の技術手段において、

直線補間 ことにより、目的とする補正値データ
を抽出することを特徴としたものである。

【００２７】
　第６の技術手段は、 第５の 技術手段において、ＬＵＴ

ことを特徴としたものである。

【００２８】
　第７の技術手段は、第 ないし第６のいずれか１の技術手段において、ＬＵＴ

ことを特徴としたもの
である。

【００３１】
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号レベルの間隔に比して、粗く設定される
　第１の技術手段のように、ＬＵＴを２段構成にした場合、２倍のＬＵＴが必要となり、
回路規模が大きくなるが、隣接絵素の補正を行う場合、補正値はそれほど厳密である必要
がないため、対象絵素を補正するための２段目のＬＵＴに比べ、隣接絵素を補正するため
の１段目のＬＵＴは粗く設定することができる。こうすることで、回路規模が大きくなる
という弊害を抑えることができる。

、Ｌ に補正値データを設定す
る信号レベルの間隔は、各絵素電極に入力される表示信号の信号レベルが取りうるレベル
幅に対して、所定のレベル幅刻みで粗く設定される
　このように、ＬＵＴに補正値データを設定する信号レベルの間隔を、各絵素に対する表
示信号のレベルが取りうるレベル幅に対して、所定のレベル幅刻みで粗く設定することに
より、回路規模を削減したＬＵＴを構成することができる。

、第 の技 補正値データを設定した信号レベル間の
信号レベルに対応する補正値データをＬＵＴから抽出する場合、信号レベル間を直線補間
することにより、目的とする補正値データを抽出する
　第３の技術手段のようなＬＵＴを用いた場合、各絵素に対する表示信号のレベルが取り
うるレベル幅に比して補正精度が低下することが予想されるが、この補正精度の低下を防
ぐために、粗く設定したレベル間の補正値を直線補間することで、より正確なクロストー
クの補正が可能となる。

ＬＵＴは、補正対象絵素の信号レベルと
隣接絵素の信号レベルとを用いて抽出する補正値データが０となる領域が省略して作成さ
れ、補正値データが０となる信号レベルとその信号レベルに隣接して設定された信号レベ
ルとの間で直線補間を行う場合、隣接して設定された信号レベルの補正値データと、予め
定めた固定補正値データ０との間で を行う

　第４の技術手段のように、ＬＵＴに設定されたレベル間の補正値を直線補間することに
より、目的とする補正値データを抽出する場合、各絵素に対する表示信号のレベルが取り
うるレベル幅を、例えば８レベル刻みでＬＵＴを構成したとすると、ＬＵＴ上には３２段
階の補正値しか格納できず、最終端のレベルとの補間を行うことができない。従って、上
記のように、最終端のデータに固定値を設定しておくことで、固定値との間で補間が可能
となり、補間のための複数のテーブルを構成する必要がなくなる。

第３ないし いずれか１の に補正値
データを設定する信号レベルの間隔は、隣接絵素の信号レベルに比して、補正対象の絵素
の信号レベルが細かい間隔で設定される
　このように、ＬＵＴに補正値データを設定する信号レベルの間隔を、隣接絵素の信号レ
ベルに比して、補正対象の絵素の信号レベルを細かい間隔で設定することで、ＬＵＴの容
量規模を削減するとともに、より柔軟で正確なクロストークの補正が可能となる。

１ をＲＧＢ
の各原色毎に設け、各色のＬＵＴの補正値を個別に設定可能とした

　すなわち、クロストーク量は各原色の絵素電極で異なるため、各原色毎に独立して補正
データを設定することで、より忠実なクロストークの補正が可能となる。また、光学的ク
ロストークも各原色毎において異なるため、各原色毎にそれぞれ独立して補正データを設
定することで、より忠実なクロストークの補正が可能となる。



　第 の技術手段は、第１ないし第 のいずれか１に記載のクロストーク解消回路を具備
することを特徴とする液晶表示装置である。
　上述のクロストーク解消回路を具備することにより、正確なクロストークの補正ができ
る液晶表示装置を実現することが可能である。
【００３２】
　第 の技術手段は、複数の絵素電極がマトリックス状に形成されたアクティブマトリッ
クス型液晶パネルを用いて、絵素電極に電圧を印加し、この電荷を１フレーム期間保持す
ることにより、カラー画像を表示する液晶表示装置であって、各絵素電極へ入力される表
示信号を補正する補正手段を備え、補正手段は、 絵素電極に入力される表示信
号に関わらず、当該絵素の表示輝度が本来表示されるべき表示輝度に対して色差ΔＥ＝６
.５以下となるように、当該絵素電極に入力されるべき表示信号を補正することを特徴と
したものである。
　クロストークは、当該絵素電極のソースライン、及び当該絵素電極のソースラインと垂
直方向に隣接する隣接絵素電極のソースラインの電位変化により、当該絵素電極に印加さ
れた電荷量が変化することで発生するため、画面全体の各ソースラインに沿って連なる絵
素電極に入力される表示信号をモニタし、当該絵素電極に入力されるべき表示信号の補正
を行うことで、より正確にクロストークを解消することができ、より高画質の画像表示を
実現することが可能となる。
【００３３】
　第 の技術手段は、第 の技術手段において、補正手段が、 ソースラインに沿って
連なる絵素電極に入力されるべき表示信号と 該絵素電極に入力されるべき表示信号と
を用いて、当該絵素電極へ入力されるべき表示信号に対する補正信号を生成することを特
徴としたものである。
　このように、 ソースラインに沿って連なる絵素電極に入力されるべき表示
信号 絵素電極に入力されるべき表示信号によって、当該絵素電極の表示輝度がど
の程度変化させられるか、また、この時の当該絵素電極に入力されるべき表示信号レベル
と、 ソースラインに沿って連な 素電極に入力されるべき表示信号レベル の関係
を考慮し、クロストーク補正量を導出するための演算式、またはＬＵＴを構成しておき、
当該絵素電極に入力されるべき表示信号と、 ソースラインに沿って連な 素電極に入
力されるべき表示信号とから当該絵素電極に対する補正信号を導出することで、より正確
なクロストークの補正を行うことができる。
【００３４】
　第 の技術手段は、第 の技術手段において、補正手段が、当該絵素電極に表示信号
が入力されてから以降の期間に、当該絵素電極以外の絵素電極に入力される表示信号に関
わらず、当該絵素の表示輝度が本来表示されるべき表示輝度に対して色差ΔＥ＝６ .５以
下となるように、当該絵素電極に入力されるべき表示信号を補正することを特徴としたも
のである。
　クロストークは、当該絵素電極に電圧印加されてから以降の期間中に、他の絵素電極に
供給するためのソースラインの電位変化により、当該絵素電極に電圧印加された電荷量が
変化することで発生するため、当該絵素電極に表示信号が入力されてから以降の期間中に
他の絵素電極に入力される表示信号をモニタし、当該絵素電極に入力されるべき表示信号
の補正を行うことで、より正確にクロストークを解消することができ、より高画質の画像
表示を実現することができる。
【００３５】
　第 の技術手段は、第 の技術手段において、補正手段が、当該絵素電極に表示信
号が入力されるべきタイミング以降の期間に、当該絵素電極以外の絵素電極に入力される
べき表示信号と、当該絵素電極に入力されるべき表示信号とを用いて、当該絵素電極へ入
力されるべき表示信号に対する補正信号を生成することを特徴としたものである。
　このように、当該絵素電極に表示信号が入力されるべきタイミング以降の期間中に、他
の絵素電極に入力されるべき表示信号によって、当該絵素電極の表示輝度がどの程度変化
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させられるか、また、この時の当該絵素電極に入力されるべき表示信号レベルと、他の絵
素電極に入力されるべき表示信号レベルの関係とを考慮し、クロストーク補正量を導出す
るための演算式、またはＬＵＴを構成しておき、当該絵素電極に入力されるべき表示信号
と、他の絵素電極に入力されるべき表示信号とから当該絵素電極に対する補正信号を導出
することで、より正確なクロストークの補正を行うことができる。
【００３６】
　第 の技術手段は、第 の技術手段において、補正手段が、当該絵素電極に表示信号
が入力される以前の期間に、当該絵素電極以外の絵素電極に入力された表示信号に関わら
ず、当該絵素の表示輝度が本来表示されるべき表示輝度に対して色差ΔＥ＝６ .５以下と
なるように、当該絵素電極に入力されるべき表示信号を補正することを特徴としたもので
ある。
　このような構成とすることによって、第 の技術手段に比べ完全なクロストークの補
正を行うことは出来ないが、絵素電極に表示信号が入力される以前の期間中の入力表示信
号を用いて補正を行うことで、フレームメモリの削減が可能となり、回路規模を小さくす
ることができる。
　ここで、例えばＴＶ（テレビジョン受像機）等においては、入力画像の高域成分はあら
かじめフィルタリングされており、画面内をほぼ一様ととらえても問題はなく、また、フ
レーム間での画像信号の差異も小さく（フレーム間相関が大きく）、特に人間の視覚特性
において色差の感度は小さいため、第 の技術手段における当該絵素電極に表示信号が
入力されてから以降の期間中に入力される表示信号に代えて、絵素電極に表示信号が入力
される以前の期間の入力信号を用いても、実用上問題はない。
　これにより、回路規模を小さくしつつ、第 の技術手段のように、当該絵素電極に表
示信号が入力されてから以降の期間中に他の絵素電極に入力される表示信号を用いて補正
を行う場合と、ほぼ同等の補正効果が得られる液晶表示装置を実現することができる。
【００３７】
　第 の技術手段は、第 の技術手段において、補正手段が、当該絵素電極に表示信
号が入力されるべきタイミング以前の期間に、当該絵素電極以外の絵素電極に入力された
表示信号と、当該絵素電極に入力されるべき表示信号とを用いて、当該絵素電極へ入力さ
れるべき表示信号に対する補正信号を生成することを特徴としたものである。
　このように、当該絵素電極に表示信号が入力されるべきタイミング以前の期間に、他の
絵素電極に入力される表示信号によって、当該絵素電極の表示輝度がどの程度変化させら
れるか、また、この時の当該絵素電極に入力されるべき表示信号レベルと、他の絵素電極
に入力された表示信号レベルとの関係を考慮し、クロストーク補正量を導出するための演
算式、またはＬＵＴを構成しておき、当該絵素電極に入力されるべき表示信号と、他の絵
素電極に入力された表示信号とから当該絵素電極に対する補正信号を導出することで、よ
り正確なクロストークの補正を行うことができる。
【００３８】
　第 の技術手段は、複数の絵素電極がマトリックス状に形成されたアクティブマトリ
ックス型液晶パネルを用いて 素電極に電圧を印加し、この電荷を１フレーム期間保持
することにより、カラー画像を表示する液晶表示装置のクロストーク解消回路であって、
各絵素電極へ入力される表示信号を補正する補正手段を備え、補正手段が、 絵
素電極に入力される表示信号に関わらず、当該絵素の表示輝度が本来表示されるべき表示
輝度に対して色差ΔＥ＝６ .５以下となるように、当該絵素電極に入力されるべき表示信
号を補正することを特徴としたものである。
　クロストークは、当該絵素電極のソースライン、及び当該絵素電極のソースラインと垂
直方向に隣接する隣接絵素電極のソースラインの電位変化により、当該絵素電極に電圧印
加された電荷量が変化することで発生するため、 ソースラインに沿って連な
る絵素電極に入力される表示信号 ニタし、当該絵素電極に入力されるべき表示信号の
補正を行うことで、より正確にクロストークを解消することができ、より高画質の画像表
示を実現することが可能となる。
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【００３９】
　第 の技術手段は、第 の技術手段において、補正手段が、 ソースラインに沿っ
て連なる絵素電極に入力されるべき表示信号と 該絵素電極に入力されるべき表示信号
とを用いて、当該絵素電極へ入力されるべき表示信号に対する補正信号を生成することを
特徴としたものである。
　このように、当該絵素電極 ソースラインに沿って連なる絵素電極に入力さ
れるべき表示信号 絵素電極に入力されるべき表示信号によって、当該絵素電極の
表示輝度がどの程度変化させられるか、また、この時の当該絵素電極に入力されるべき表
示信号レベルと、 絵素電極のソースラインに沿って連なる絵素電極に入力されるべき表
示信号レベル 関係を考慮し、クロストーク補正量を導出するための演算式、またはＬ
ＵＴを構成しておき、当該絵素電極に入力されるべき表示信号と、 ソースラインに沿っ
て連な 素電極に入力されるべき表示信号とから当該絵素電極に対する補正信号を導出
することで、より正確なクロストークの補正を行うことができる。
【００４０】
　第 の技術手段は、第 の技術手段において、補正手段が、当該絵素電極に表示信
号が入力されてから以降の期間に、当該絵素電極以外の絵素電極に入力される表示信号に
関わらず、当該絵素の表示輝度が本来表示されるべき表示輝度に対して色差ΔＥ＝６ .５
以下となるように、当該絵素電極に入力されるべき表示信号を補正することを特徴とした
ものである。
　クロストークは、当該絵素電極に電圧印加されてから以降の期間中に、他の絵素電極に
供給するためのソースラインの電位変化により、当該絵素電極に電圧印加された電荷量が
変化することで発生するため、絵素電極に表示信号が入力されてから以降の期間中に他の
絵素電極に入力される表示信号をモニタし、当該絵素電極に入力されるべき表示信号の補
正を行うことで、より正確にクロストークを解消することができ、より高画質の画像表示
を実現することができる。
【００４１】
　第 の技術手段は、第 の技術手段において、補正手段が、当該絵素電極に表示信
号が入力されるべきタイミング以降の期間に、当該絵素電極以外の絵素電極に入力される
べき表示信号と、当該絵素電極に入力されるべき表示信号とを用いて、当該絵素電極へ入
力されるべき表示信号に対する補正信号を生成することを特徴としたものである。
　このように、当該絵素電極に表示信号が入力されるべきタイミング以降の期間中に、他
の絵素電極に入力されるべき表示信号によって、当該絵素電極の表示輝度がどの程度変化
させられるか、また、この時の当該絵素電極に入力されるべき表示信号レベルと、他の絵
素電極に入力されるべき表示信号レベルの関係とを考慮し、クロストーク補正量を導出す
るための演算式、またはＬＵＴを構成しておき、当該絵素電極に入力されるべき表示信号
と、他の絵素電極に入力されるべき表示信号とから当該絵素電極に対する補正信号を導出
することで、より正確なクロストークの補正を行うことができる。
【００４２】
　第 の技術手段は、第 の技術手段において、補正手段が、当該絵素電極に表示信
号が入力される以前の期間に、当該絵素電極以外の絵素電極に入力された表示信号に関わ
らず、当該絵素の表示輝度が本来表示されるべき表示輝度に対して色差ΔＥ＝６ .５以下
となるように、当該絵素電極に入力されるべき表示信号を補正することを特徴としたもの
である。
　このような構成とすることによって、第 の技術手段に比べ完全なクロストークの補
正を行うことは出来ないが、当該絵素電極に表示信号が入力される以前の期間中の入力表
示信号を用いて補正を行うことで、フレームメモリの削減が可能となり、回路規模を小さ
くすることができる。
　ここで、例えばＴＶ（テレビジョン受像機）等においては、入力画像の高域成分はあら
かじめフィルタリングされており、画面内をほぼ一様ととらえても問題はなく、また、フ
レーム間での画像信号の差異も小さく（フレーム間相関が大きく）、特に人間の視覚特性
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において色差の感度は小さいため、第 の技術手段における当該絵素電極に表示信号が
入力されてから以降の期間に入力される表示信号に代えて、当該絵素電極に表示信号が入
力される以前の期間の入力信号を用いても、実用上問題はない。
　これにより、回路規模を小さくしつつ、第 の技術手段のように、当該絵素電極に表
示信号が入力されてから以降の期間中に他の絵素電極に入力される表示信号を用いて補正
を行う場合と、ほぼ同等の補正効果が得られるクロストーク解消回路を実現することがで
きる。
【００４３】
　第 の技術手段は、第 の技術手段において、補正手段が、当該絵素電極に表示信
号が入力されるべきタイミング以前の期間に、当該絵素電極以外の絵素電極に入力された
表示信号と、当該絵素電極に入力されるべき表示信号とを用いて、当該絵素電極へ入力さ
れるべき表示信号に対する補正信号を生成することを特徴としたものである。
　このように、当該絵素電極に表示信号が入力されるべきタイミング以前の期間に、他の
絵素電極に入力される表示信号によって、当該絵素電極の表示輝度がどの程度変化させら
れるか、また、この時の当該絵素電極に入力されるべき表示信号レベルと、他の絵素電極
に入力された表示信号レベルとの関係を考慮し、クロストーク補正量を導出するための演
算式、またはＬＵＴを構成しておき、当該絵素電極に入力されるべき表示信号と、他の絵
素電極に入力された表示信号とから当該絵素電極に対する補正信号を導出することで、よ
り正確なクロストークの補正を行うことができる。
【００４４】
　第 の技術手段は、複数の絵素電極がマトリックス状に形成されたアクティブマトリ
ックス型液晶パネルを用いて、絵素電極に電圧を印加し、この電荷を１フレーム期間保持
することにより、カラー画像を表示する液晶表示装置の表示制御方法であって、各絵素電
極へ入力される表示信号を補正する補正ステップを有し、補正ステップが、 絵
素電極に入力される表示信号に関わらず、当該絵素の表示輝度が本来表示されるべき表示
輝度に対して色差ΔＥ＝６ .５以下となるように、当該絵素電極に入力されるべき表示信
号を補正することを特徴としたものである。
　クロストークは、当該絵素電極のソースライン、及び当該絵素電極のソースラインと垂
直方向に隣接する隣接絵素電極のソースラインの電位変化により、当該絵素電極に電圧印
可された電荷量が変化することで発生するため、 ソースラインに沿って連な
る絵素電極に入力される表示信号 ニタし、当該絵素電極に入力されるべき表示信号の
補正を行うことで、より正確にクロストークを解消することができ、より高画質の画像表
示を実現することが可能となる。
【００４５】
　第 の技術手段は、第 の技術手段において、補正ステップが、 ソースラインに
沿って連なる絵素電極に入力されるべき表示信号 該絵素電極に入力されるべき表示
信号とを用いて、当該絵素電極へ入力されるべき表示信号に対する補正信号を生成するこ
とを特徴としたものである。
　このように、 の ソースラインに沿って連なる絵素電極に入力されるべき表示
信号 絵素電極に入力されるべき表示信号によって、当該絵素電極の表示輝度がど
の程度変化させられるか、また、この時の当該絵素電極に入力されるべき表示信号レベル
と、 ソースラインに沿って連な 素電極に入力されるべき表示信号レベル の関係
を考慮し、クロストーク補正量を導出するための演算式、またはＬＵＴを構成しておき、
当該絵素電極に入力されるべき表示信号と、 ソースラインに沿って連な 素電極に入
力されるべき表示信 から当該絵素電極に対する補正信号を導出することで、より正確
なクロストークの補正を行うことができる。
【００４６】
　第 の技術手段は、第 の技術手段において、補正ステップが、当該絵素電極に表
示信号が入力されてから以降の期間に、当該絵素電極以外の絵素電極に入力される表示信
号に関わらず、当該絵素の表示輝度が本来表示されるべき表示輝度に対して色差ΔＥ＝６
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.５以下となるように、当該絵素電極に入力されるべき表示信号を補正することを特徴と
したものである。
　クロストークは、当該絵素電極に電圧印加されてから以降の期間中に、他の絵素電極に
供給するためのソースラインの電位変化により、当該絵素電極に電圧印加された電荷量が
変化することで発生するためで、当該絵素電極に表示信号が入力されてから以降の期間中
に他の絵素電極に入力される表示信号をモニタし、当該絵素電極に入力されるべき表示信
号の補正を行うことで、より正確にクロストークを解消することができ、より高画質の画
像表示を実現することが可能となる。
【００４７】
　第 の技術手段は、第 の技術手段において、補正ステップが、当該絵素電極に表
示信号が入力されるべきタイミング以降の期間に、当該絵素電極以外の絵素電極に入力さ
れるべき表示信号と、当該絵素電極に入力されるべき表示信号とを用いて、当該絵素電極
へ入力されるべき表示信号に対する補正信号を生成することを特徴としたものである。
　このように、当該絵素電極に表示信号が入力されるべきタイミング以降の期間中に、他
の絵素電極に入力されるべき表示信号によって、当該絵素電極の表示輝度がどの程度変化
させられるか、また、この時の当該絵素電極に入力されるべき表示信号レベルと、他の絵
素電極に入力されるべき表示信号レベルの関係とを考慮し、クロストーク補正量を導出す
るための演算式、またはＬＵＴを構成しておき、当該絵素電極に入力されるべき表示信号
と、他の絵素電極に入力されるべき表示信号とから当該絵素電極に対する補正信号を導出
することで、より正確なクロストークの補正を行うことができる。
【００４８】
　第 の技術手段は、第 の技術手段において、補正ステップが、当該絵素電極に表
示信号が入力される以前の期間に、当該絵素電極以外の絵素電極に入力された表示信号に
関わらず、当該絵素の表示輝度が本来表示されるべき表示輝度に対して色差ΔＥ＝６ .５
以下となるように、当該絵素電極に入力されるべき表示信号を補正することを特徴とした
ものである。
　このような構成とすることによって、第 の技術手段に比べ完全なクロストークの補
正を行うことは出来ないが、当該絵素電極に表示信号が入力される以前の期間中の入力表
示信号を用いて補正を行うことで、フレームメモリの削減が可能となり、回路規模を小さ
くすることができる。
　ここで、例えばＴＶ（テレビジョン受像機）等においては、入力画像の高域成分はあら
かじめフィルタリングされており、画面内をほぼ一様ととらえても問題はなく、また、フ
レーム間での画像信号の差異も小さく（フレーム間相関が大きく）、特に人間の視覚特性
において色差の感度は小さいため、第 の技術手段における当該絵素電極に表示信号が
入力されてから以降の期間中に入力される表示信号に代えて、当該絵素電極に表示信号が
入力される以前の期間の入力信号を用いても、実用上問題はない。
　これにより、回路規模を小さくしつつ、第 の技術手段のように、当該絵素電極に表
示信号が入力されてから以降の期間中に他の絵素電極に入力される表示信号とを用いて補
正を行う場合と、ほぼ同等の補正効果が得られる表示制御方法を実現することができる。
【００４９】
　第 の技術手段は、第 の技術手段において、補正ステップが、当該絵素電極に表
示信号が入力されるべきタイミング以前の期間に、当該絵素電極以外の絵素電極に入力さ
れた表示信号と、当該絵素電極に入力されるべき表示信号とを用いて、当該絵素電極へ入
力されるべき表示信号に対する補正信号を生成することを特徴としたものである。
　このように、当該絵素電極に表示信号が入力されるべきタイミング以前の期間中に、他
の絵素電極に入力される表示信号によって、当該絵素電極の表示輝度がどの程度変化させ
られるか、また、この時の当該絵素電極に入力された表示信号レベルと、他の絵素電極に
入力されるべき表示信号レベルとの関係を考慮し、クロストーク補正量を導出するための
演算式、またはＬＵＴを構成しておき、当該絵素電極に入力されるべき表示信号と、他の
絵素電極に入力される表示信号とから当該絵素電極に対する補正信号を導出することで、
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より正確なクロストークの補正を行うことができる。
【発明の効果】
【００５３】
　本発明によれば、アクティブマトリックス型の液晶表示装置において、ソースラインと
水平、垂直及び斜め方向に連なる絵素電極間に生じるクロストーク、着目絵素電極に表示
信号が入力されてからの未来の１フレーム期間中に他の絵素電極に入力される表示信号の
影響によるクロストーク、光学的クロストークなどを効果的に除去することができ、正確
で高品質の画像表示を行うことが可能となる。
【００５４】
　尚、本発明においては、他の絵素電極に入力される表示信号レベルに関わらず、着目絵
素信号による表示輝度が略一定となるような補正信号を得ることができるため、画面全体
に対するクロストークを含めた画素内の各原色（各絵素）相互の影響や画素境界を越えた
画素間の影響を、リアルタイムに補正することが可能である。特に、ＳＨＡ構造の液晶パ
ネルにおいては、超高開口率による高画質を達成しながらも、高品質の画像を提供するこ
とができる。
【００５５】
　また、簡易な構成でクロストークを解消することが可能な回路を構成することにより、
クロストーク解消回路を実現するＬＳＩの高集積化、及び処理速度の向上と、これに伴う
コストダウンを実現することができる。また、これにより、ＬＳＩ駆動電力の低消費電力
化を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５６】
　上述のようにクロストークに関して着目絵素が影響を受ける絵素は、着目絵素に隣接す
る絵素のうち、着目絵素電極との間で容量結合されたソースラインを有する絵素であるた
め、少なくともこの隣接絵素を考慮して、ＬＵＴ（ルックアップテーブル）によって補正
値を抽出し、その補正値によって着目絵素に入力させる表示信号を補正する。このような
処理により、クロストークの影響を補償して高品質の画像表示を行うことが可能となる。
【００５７】
　図１は、本発明によるクロストーク解消回路の一実施形態を説明するための図で、液晶
表示装置の要部をブロック図で示すものである。
　本実施形態の液晶表示装置は、図１に示すように、クロストーク解消回路として、ＲＧ
Ｂの表示信号を補正するために補正対象の絵素ごとに隣接絵素の表示信号を取得する隣接
絵素取得回路１と、隣接絵素取得回路１にて取得した隣接する絵素の表示信号を用いて、
補正対象の各絵素の表示信号を補正する補正信号を出力するＬＵＴ２とが設けられている
。
【００５８】
　ＬＵＴ２は、上述のクロストークを解消するために、ひとつの絵素電極に入力される表
示信号に対して、他の一つの隣接絵素電極に入力される表示信号が与える影響を補正する
ための補正信号を出力できるように作成されている。このＬＵＴ２の具体的例については
、後述する。
【００５９】
　各絵素の表示信号は、ＬＵＴ２から出力された補正信号が加えられて補正され、その補
正後の各絵素の表示信号が、タイミング制御部（ＴＣ）３に入力される。タイミング制御
部３では、外部から印加される垂直及び水平同期信号Ｓに応じて、表示信号をソースドラ
イバー４に出力するとともに、ＴＦＴを走査するための走査信号をゲートドライバー５に
出力する。
【００６０】
　ＴＦＴ－ＬＣＤ６は、上述の図１２に示すごとくの構成であって、ソースドライバー４
から出力される表示信号を伝送するためのソースライン１３と、ゲートドライバー５から
出力される走査信号を伝送するためのゲートライン１４とが配設され、絵素電極１１に接
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続されている。
【００６１】
　以下に、本実施形態に係るＬＵＴの作用について具体的に説明する。図２は、画素の構
成例とこのときのクロストークの影響について説明するための図である。上述したように
、クロストークは、寄生容量１５による容量結合が形成された側の隣接絵素の点灯状態に
より自絵素が影響を受け、本来と異なる階調を出力してしまう現象をいう。例えば、図２
に示すストライプタイプの絵素構成では、自画素のＲ絵素（Ｒサブピクセル）は隣接のＧ
絵素からの影響を受けて階調が変化させられる。同様にＧ絵素はＢ絵素から影響を受け、
Ｂ絵素は隣接画素のＲ´絵素からの影響を受ける。
【００６２】
　この影響を補正するために、図１のように、ＬＵＴ２によって、ＲとＧとの入力表示信
号のレベルからＲの出力表示信号のレベルの補正を行い、同様にＧとＢとの入力表示信号
のレベルからＧの出力表示信号のレベルを補正し、Ｂと隣接画素のＲ´の入力表示信号の
レベルからＢの出力表示信号のレベルを補正する。
【００６３】
　図３は、本実施形態に適用するＬＵＴの一構成例を示す図である。クロストークによる
影響を補正する場合、自絵素（補正対象の絵素、すなわち着目絵素）とその隣接絵素とに
対する入力表示信号のレベルによりその補正値が変動する。従って、補正値を決定するた
めに、自絵素に対応する表示信号レベルとその隣接絵素に対応する表示信号レベルとによ
ってアドレス参照される２次元のＬＵＴを使用する。
【００６４】
　例えば、各絵素に対する表示信号を８ビット（２５６階調）で処理する場合、図３に示
すようなＬＵＴを作成する。ここで例えば、図３に示す例において、自絵素Ｒの表示信号
の入力レベルが“４”，隣接絵素Ｇの表示信号の入力レベルが“４”の場合、ＬＵＴによ
って補正値“－２”を取得する。そして取得した補正値“－２”をＲの入力レベルに足し
込み、この結果をＲの表示信号の出力レベルとする。ＬＵＴから出力した補正値によって
補正されたＲの表示信号は、タイミング制御部３を介して自絵素の絵素電極に供給される
。
【００６５】
　上記のＬＵＴは、ＲＧＢの各原色毎に独立して設けられ、ＲＧＢの各原色毎にそれぞれ
異なる補正値を設定することができる。各ＬＵＴの補正値は、液晶パネルの光学測定結果
に基づいて予め作成しておく。そして、表示画面の端に相当する絵素から順に絵素毎に補
正処理を行って、補正した表示信号を出力してタイミング制御部に入力させるようにする
。
　これら各原色毎のＬＵＴは、液晶表示装置の内部または周辺部のいずれに設けてもよく
、例えば、ＬＵＴを記憶する記憶手段として、ＲＯＭやＲＡＭ等の半導体メモリを使用す
ることができる。
【００６６】
　クロストークの影響を受ける絵素配列の方向性については、絵素電極とＴＦＴとの位置
関係によって異なってくる。図１２に示すように、絵素電極１１に対して左側のソースラ
イン１３上にＴＦＴ１２が設けられている場合、着目絵素（自絵素）は、その右側の絵素
からクロストークの影響を受けるが、これとは逆に絵素電極に対して右側のソースライン
１３上にＴＦＴ１２が設けられている場合、着目絵素は、左側の絵素からクロストークの
影響を受ける。このような各種の絵素配列パターンに対しては、隣接絵素取得回路１の配
線を切り替えることにより、全て対応することができる。
【００６７】
　図４は、本実施形態に適用するＬＵＴの他の構成例を説明するための図である。ここで
、図４に示すＬＵＴは、回路規模を削減して処理の合理化を図ることにより、高速で実用
的な表示信号の補正を行うことができるようにしたものである。
【００６８】
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　図３の例では、自絵素及び隣接絵素に対する表示信号のレベルを１レベル刻みで２５６
段階（＝８ビット）に設定したが、ここでは、例えば、図４に示すように、自絵素に対す
る表示信号のレベルを４レベル刻み（６４段階＝６ビット）とし、隣接絵素に対する表示
信号のレベルを８レベル刻み（３２段階＝５ビット）として、２次元のＬＵＴを形成する
。このように、ＬＵＴに補正値データを設定する信号レベルの間隔を粗く設定することに
よって、回路規模が削減されて簡素化されたＬＵＴを構成することができる。
　すなわち、ここでは、ＬＵＴに補正値データを設定する信号レベルの間隔を、各絵素に
対する表示信号のレベルが取りうるレベル幅（この場合、２５６段階＝８ビット）に対し
て、所定のレベル幅刻みで粗く設定することにより、回路規模を削減したＬＵＴを構成す
ることができる。
【００６９】
　上記のようなレベル値を粗く設定したＬＵＴを用いた場合、上記の図３のＬＵＴに比し
て補正精度が低下することが予想される。そこで、このような補正精度の低下を防ぐため
に、粗く設定したレベル間の補正値を直線補間することで、より正確な補正が可能となる
。例えば、図４に示すＬＵＴの例では、自絵素の表示信号レベルは、０，４，８，１２・
・・２４８，２５２，２５６、と４レベル刻みで設定され、隣接絵素の表示信号レベルは
、０，８，１６，２４・・・２４８，２５６、と８レベル刻みで設定されている。
【００７０】
　ここで、実際の入力表示信号のレベルが、（自絵素，隣接絵素）＝（１０，１８）であ
った場合、自絵素に対する信号レベルが“１０”であることから、補間を行うためのレベ
ルとして自絵素の“８”，“１２”を選択し、また隣接絵素に対する実際の信号レベルが
“１８”であることから、補間を行うためのレベルとして隣接絵素の“１６”，“２４”
を選択する。これによりＬＵＴからは、直線補間を行うための４つの数値（図４で網掛け
で表した領域Ａ内の数値）である“７”，“８”，“９”，“１０”、が抽出される。
【００７１】
　そして、まずＬＵＴの横方向（水平方向）の直線補完を行う。ここでは、まず自絵素の
レベル“８”に対応する隣接絵素のレベル“７”と“９”から、直線補間によりレベル“
７ .５”を算出し、さらに自絵素のレベル“１２”に対応する隣接絵素のレベル“８”と
“１０”から、直線補間によりレベル“８ .５”を算出する。
　そして次にＬＵＴの縦方向（垂直方向）の直線補間を行う。この場合、上記の横方向（
水平方向）の直線補間により得られたレベル“７ .５”，“８ .５”とから、直線補間によ
ってレベル“８ .０”を算出し、この値を補正値として使用する。
【００７２】
　また、少なくともクロストーク解消回路の内部信号を上記の８ビットではなく、１０ビ
ットの信号とすることで、上記直線補間の小数点以下の値も反映され、より精度の高い補
正が可能となる。
【００７３】
（ＬＵＴ端の補完方法）
　上記の図４に示すようなＬＵＴをハードウェアで考えた場合、自絵素６ビット×隣接絵
素５ビットのアドレスでＬＵＴを実現することができる。しかしながら、自絵素６ビット
アドレスの場合、ＬＵＴ上には６４段階の補正値しか格納することができず、（０，４，
８・・・２５２）というように、レベル“０”から４刻みでレベルを設定すると、最終端
のレベル“２５２”と“２５５”との間の補間を行うことができなくなる。
【００７４】
　同様に、隣接絵素５ビットアドレスの場合、ＬＵＴ上には３２段階の補正値しか格納す
ることができず、（０，８，１６・・・２４８）というように、レベル“０”から８レベ
ル刻みでレベルを設定すると、最終端のレベル“２４８”と“２５５”との間の補間を行
うことができなくなる。
【００７５】
　そこで、本実施形態では、自絵素の入力信号のレベルが“４”未満、または隣接絵素の
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入力信号のレベルが“８”未満である場合は、固定の補正値“０”との補間を行うことと
した。
　これは図４の網掛けで表した領域Ｂの部分に相当し、この領域Ｂの部分をＬＵＴに形成
しないことにより、６４段階（＝６ビット）で最終端のレベル２５６までを設定したＬＵ
Ｔが作成できる。
【００７６】
　上記の場合、隣接絵素の入力レベルが“０”のときを補正の基準としているため、隣接
絵素の入力レベルが“０”のときは、補正値も“０”になる。従って、図４に示す領域Ｂ
のうちの縦列Ｂ 1は、ＬＵＴに形成しなくてもよい。これに対して、仮に、隣接絵素の入
力レベルが“２５５”のときを補正の基準とした場合、図４の右端の隣接絵素の入力レベ
ル“２５５”に対応する補正値は“０”となり、この縦列をＬＵＴに形成しないようにす
る。
【００７７】
　また、自絵素の入力レベルが“０”の場合は、隣接絵素の入力レベルが何であろうとク
ロストークは発生しない。これはノーマリーブラックの液晶パネルでは、自絵素の入力レ
ベルが“０”のときは液晶分子が完全に寝た状態であり、隣接絵素の動きの影響を受けな
いからである。従って、自絵素の入力レベルが“０”の場合に、補正値は必ず“０”とな
る。従って、図４に示す領域Ｂのうちの横列Ｂ 2は、ＬＵＴに形成しなくてもよい。
【００７８】
　すなわち、この場合のＬＵＴは、補正対象絵素のレベルとその隣接絵素のレベルとを用
いて抽出する補正値が０となる領域が省略して作成され、補正値が０となるレベルとその
隣接して設定されたレベルとの間で直線補間を行う場合、隣接するレベルと予め定めた固
定補正値０との間で直線補間を行うことにより、目的とする補正値を抽出する。
【００７９】
（ＬＵＴの自絵素・隣接絵素アドレスの比率）
　ＬＵＴは、補正精度を保持しつつできるだけその容量を小さく形成する必要がある。図
５は、自絵素レベルを横軸に、補正値を縦軸にとったグラフの一例を示す図である。図５
に示すように、自絵素レベルを横軸にとったグラフは、入力信号レベルの変化に対する補
正値の変化率が大きく、変曲点の多い曲線になっている。このため、補正精度を確保する
ために、ＬＵＴに補正値を設定するレベルを細かくとる必要がある。
【００８０】
　図６は、隣接絵素レベルを横軸に、補正値を縦軸にとったグラフの一例を示す図である
。上記の図５に対して、隣接絵素レベルを横軸にとったグラフは、入力信号レベルの変化
に対する補正値の変化率が小さく、変曲点も少ない曲線である。従って、ＬＵＴに補正値
を設定するレベルは、それほど細かくとる必要がない。
【００８１】
　上記の結果から、ＬＵＴに補正値を設定するレベルは、自絵素のレベルを細かい間隔と
し、隣接絵素のレベルを相対的に粗い間隔とすることができる。本実施形態では、自絵素
のレベルを６４段階毎に設定し、隣接絵素のレベルを３２段階毎に設定してＬＵＴを形成
した。このＬＵＴはクロストークの測定結果に基づいてレベルの設定を変更する必要があ
るが、この場合にも１２８×１６（７×４ビット）、３２×６４（５×６ビット）等のよ
うに、ＬＵＴの大きさを変更することなく、アクセス方式を切り替えるだけで適宜変更が
可能である。
【００８２】
（ＬＵＴの２段構成）
　クロストークの補正においては、厳密に言えば、自絵素は隣接絵素の補正後の結果を基
に補正する必要があり、更に隣接絵素は、隣々接絵素の補正後の結果を基に補正する必要
がある。つまりクロストークの流れが画面水平方向の右から左であれば、画面右端の絵素
から順にリレー方式で補正する必要がある。しかし、この方法はリアルタイム処理が困難
であり実用的でない。
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【００８３】
　そこで、実用的かつ良好な精度の補正を行うために、ＬＵＴを２段に構成し、隣々接絵
素の入力信号を基に隣接絵素の入力信号を補正し、この結果を基に自絵素の入力信号を補
正する構成を用いることができる。
　例えば、（ＲＧＢ）＝（６４，６４，２５５）の入力があったとする。これは、Ｇのレ
ベルを最も変化させるパターンである。従って、まずＧのレベルの補正を行う。図７は、
ＬＵＴの要部を説明する図である。この場合、自絵素をＧ絵素とするとき、自絵素（Ｇ）
の入力レベルが“６４”、隣接絵素（Ｂ）の入力レベルが“２５５”であるため、図７の
ＬＵＴから、補正値は“－２１”となる。この補正値“－２１”によって、Ｇの入力レベ
ル“６４”を補正し、補正後のＧのレベルとして“４３”を得る。
【００８４】
　そして補正された絵素Ｇを隣接絵素とし、自絵素をＲ絵素として、Ｒのレベルを補正す
る。このとき自絵素Ｒの入力レベルは“６４”であり、隣接絵素Ｇの補正後のレベル“４
３”によって補正値“－７”を得る。得られた補正値“－７”によって、自絵素Ｒの入力
レベル“６４”を補正し、補正後のＲのレベルとして“５７”を得る。
【００８５】
　例えば、上記のように隣々接絵素を考慮することなく、自絵素Ｒの入力レベル“６４”
を隣接絵素Ｇの入力レベル“６４”で１段補正すると、その補正値は“－８”となり、上
記のように隣々接絵素を考慮した補正値“－７”と比べて若干の差が生じる。従って、隣
々接絵素を考慮した２段補正を行うことにより、１段補正と比べてより精度のよい補正を
行うことができる。
　また、リレー方式を考えた場合、Ｂ絵素の更に右隣の入力レベルを用いてＢのレベルを
補正することになるが、この補正結果がＲ絵素の補正結果にまで影響を及ぼすことはなく
、リレー方式を用いる必要性はない。
【００８６】
（２段構成の簡素化）
　上記のように、隣々接絵素を考慮した２段補正を実現するには、１段補正に比して２倍
のＬＵＴが必要となり、回路規模が大きくなるという弊害が生じる。そこで、１段目のＬ
ＵＴ（隣接絵素を補正するためのＬＵＴ）を簡素化する。例えば、２段目を６４×３２（
６×５ビット）、１段目を３２×１６（５×４ビット）のＬＵＴとする。すなわち、隣接
絵素補正用ＬＵＴに補正値データを設定する信号レベルの間隔を、補正対象絵素補正用の
ＬＵＴに補正値データを設定する信号レベルの間隔に比して粗く設定する。
　この２段補正を用いることにより、隣接絵素の補正結果を基に自絵素を補正することが
可能となるが、このときの隣接絵素の補正結果は厳密である必要はないため、１段目のＬ
ＵＴ（隣接絵素を補正するためのＬＵＴ）の簡素化が可能となる。１段目を簡素化しなか
った場合との差は無視できる値である。
【００８７】
　図８は、上記のような２段構成のＬＵＴを実現するための本発明のクロストーク解消回
路の他の実施形態を説明するための図で、液晶表示装置の要部をブロック図で示すもので
ある。図８において、図１と同様の機能を有する部分には、図１と同じ符号を付けてある
。
【００８８】
　図８に示すように、上記の２段構成のＬＵＴを実現し、ＲＧＢの各原色を補正するため
に、該各色毎に、第１ＬＵＴ（１ｓｔＬＵＴ）２１、及び第２ＬＵＴ（２ｎｄＬＵＴ）２
２が設けられる。第１ＬＵＴ２１は、補正対象絵素（自絵素）に隣接する隣接絵素に対す
る表示信号（レベル）を補正するための隣接絵素補正用ＬＵＴであり、第２ＬＵＴ２２は
、第１ＬＵＴ２１から出力された補正値により補正された隣接絵素に対応する表示信号（
レベル）を用いて、自絵素に対応する表示信号（レベル）を補正するための補正対象絵素
補正用ＬＵＴである。すなわち、第２ＬＵＴ２２が、上述の一段構成のＬＵＴ２に相当す
る。
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【００８９】
　図８の構成では、例えば、自絵素Ｒのレベルを補正するために、隣接絵素Ｇと隣々接絵
素Ｂとの入力レベルから隣接絵素Ｇの補正値を取得するためのＲ用の第１ＬＵＴ２１と、
該Ｒ用の第１ＬＵＴ２１によって抽出した補正値によって補正した隣接絵素Ｇのレベルと
、自絵素Ｒの入力レベルとから、自絵素Ｒの補正値を取得するためのＲ用の第２ＬＵＴ２
２とが設けられている。そして、上記Ｒ用の第２ＬＵＴ２２から抽出した補正値は、自絵
素Ｒの入力レベルに加えられ、補正済みのＲの表示信号としてタイミング制御部３を介し
て、液晶パネルの自絵素Ｒの絵素電極に供給される。
　ＲＧＢの他の色Ｇ，Ｂのそれぞれについても、上記同様に隣接絵素及び隣々接絵素のレ
ベルを用いて補正される。
【００９０】
　尚、本発明は、上述のようなストライプ配列の絵素構成による液晶パネルのみならず、
デルタ配列の絵素構成を持つ液晶パネルにも適用することができる。ここで、上記と同様
に、２つの絵素間におけるクロストークを解消する場合は、隣接絵素取得回路１の配線の
切り替えのみで対応することが可能である。また、３つの絵素間でクロストークの影響が
生じる場合は、ＬＵＴを３段構成にするなどによって、本発明を実現することもできる。
【００９１】
　さらに、前述したように、自絵素と隣接絵素のソースラインの電位変化が自絵素に印加
された電荷量を変化させてしまうためにクロストークが発生する。よって、正確には自絵
素に電圧が印加された後の未来１フレーム期間のソースラインの電位変化をモニタし、自
絵素の実効電圧を補正することが必要であるが、入力側が画面全体で一様な場合には、ソ
ースラインの変化は画面内で常に一定となるため、これを自絵素と隣接絵素の関係に帰着
することができる。例えばＴＶ（テレビジョン受像機）等に使用する目的であれば、入力
画像の高域成分はあらかじめフィルタリングされており、画面内（対象絵素の周囲）をほ
ぼ一様ととらえても実用上問題ない。
【００９２】
　上述したクロストーク解消回路はこの点に着目したものであり、比較的簡易な構成でク
ロストークの補正の効果を上げることができる。もちろん、単純なソースラインと垂直な
方向に隣接する絵素とのクロストークによる画質劣化に対する補正手段としても有効であ
るが、対象となる液晶パネル及び入力表示信号が高精細な場合には、ソースラインの電位
変化に基づいて補正を行うことで、より正確な結果を得ることが可能となる。以下では、
この補正の方法について述べる。
【００９３】
　ある絵素電極に書き込まれた電荷量は、次回再び書き込まれるまでの未来の１フレーム
期間中、自ソースライン、及び隣接ソースライン上のすべての絵素電極に供給される入力
表示信号の影響を受ける。
【００９４】
　上述のクロストークの発生要因をモデル化する。当該絵素電極に表示信号を供給するソ
ースライン１３を自ソースライン、その絵素電極に隣接する他の絵素電極へ表示信号を供
給するためのソースライン１３を隣接ソースラインとそれぞれ呼ぶことにする。
　時刻ｉで書き込まれる自ソースラインと隣接ソースラインとの電位をＶｓ自ｉ、Ｖｓ隣
ｉとし、絵素電極に蓄えられている電位をＶｄｉと定義する。さらに、絵素電極の容量を
Ｃｐｉｘ、自ソースラインと絵素電極との結合容量をＣｓｄ自、隣接ソースラインと絵素
電極との結合容量をＣｓｄ隣とした時、容量結合比α、βパラメータは、次式で表すこと
ができる。
【００９５】
【数１】
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【００９６】
　この時、時刻１でゲートがＯＮになり、当該絵素電極に電位Ｖｄ 1が蓄えられたとする
と、時刻ｉにおける当該絵素電極の電位Ｖｄｉを順次記述すると、以下のように表すこと
ができる。＋／－は、＋または－を表しており、液晶パネルの駆動方式（ＡＣ反転）によ
るものである。
【００９７】
【数２】
　
　
　
　
　
　
　
　
【００９８】
　すなわち、１フレーム期間中の表示ラインをｎ本としたときの当該絵素電極の実効電圧
は、以下のようになる。
【００９９】
【数３】
　
　
　
　
　
　
　
【０１００】
　つまり、当該絵素電極の実効電圧は、絵素電極に電荷が印加されてから、次回再び印加
されるまでの未来の１フレーム期間中に自ソースライン及び隣接ソースライン上のすべて
の絵素に対する入力表示信号から影響を受け、変動することとなる。以下に、これらの影
響を解消する手段について説明する。
【０１０１】
　図９は、本発明によるクロストーク解消回路の他の実施形態を説明するための図で、液
晶表示装置の要部をブロック図で示すものである。
　本実施形態の液晶表示装置は、図９に示すように、クロストーク解消回路として、デジ
タルレベルを電圧値に変換するための電圧値変換ＬＵＴ２３と、１ライン期間の映像信号
を遅延させるための１ライン遅延ラインメモリ２４と、１フレーム期間の映像信号を遅延
させるための１フレーム遅延フレームメモリ２５と、１フレーム期間分の自列補正量を格
納する自列補正量格納ラインメモリ２６と、隣接列補正量を格納するための隣接列補正量
格納ラインメモリ２７と、補正演算回路２８と、補正量を抽出するためのＬＵＴ２９と、
電圧値をデジタルレベルに変換するデジタルレベル変換ＬＵＴ３０とが設けられている。
【０１０２】
　クロストーク解消回路内では、補正量を求める際に電圧値で演算するため、入力された
映像信号を電圧値変換ＬＵＴ２３にて電圧値に変換する。電圧値変換ＬＵＴ２３はＴＦＴ
－ＬＣＤ６固有の電圧特性を基に作成する。電圧特性はＴＦＴ－ＬＣＤ６固有のものであ
るため、外部から書き換え可能であることが望ましい。
【０１０３】
　１ライン遅延のためのラインメモリ２４は、当該絵素電極の電圧値と、液晶パネルのソ
ースラインに水平な方向の下方に隣接する絵素電極の電圧値との差分を取るために用いる
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。入力された当該絵素電極の電圧値を１ライン期間遅延させることで、当該絵素電極のソ
ースラインと水平方向の下方に隣接する絵素電極の電圧値が得られ、当該絵素電極の電圧
値との差分を取ることが可能となる。
【０１０４】
　１フレーム遅延フレームメモリ２５は、当該絵素に対応する表示信号が入力されてから
、次回再び入力されるまでの未来１フレーム期間、前記当該絵素のソースラインと水平方
向に連なるすべての絵素に対する入力表示信号を蓄積する必要があるため、当該絵素電極
の電圧値を１フレーム期間遅延させて出力する。
【０１０５】
　当該絵素電極の電圧値と、当該絵素電極のソースラインと水平方向の下方に隣接する絵
素電極の電圧値との差分に、容量結合比α、βをそれぞれ掛け合わせる。この容量結合比
α、βは上述の数式１より求められる。容量結合比α、βはＴＦＴ－ＬＣＤ６の固有の値
となるため、外部から変更できるようにしておくのが望ましい。
【０１０６】
　自列補正量格納ラインメモリ２６、及び隣接列補正量格納ラインメモリ２７は、当該絵
素電極のソースラインと水平方向に連なるすべての絵素電極の電圧値、及び当該絵素電極
のソースラインと垂直方向に隣接する絵素電極と、該絵素電極のソースラインと水平方向
に連なるすべての絵素電極との電圧値を、未来１フレーム期間分蓄積するために用いる。
すなわち、当該絵素電極の電圧値と該絵素電極のソースラインと水平方向の下方に隣接す
る絵素電極の電圧値との差分に容量結合比α、βをそれぞれ掛け合わせたものを、自列補
正量格納ラインメモリ２６、及び隣接列補正量格納ラインメモリ２７に足し込み蓄積して
いく。
【０１０７】
　この時、当該絵素に対応する１フレーム期間前に足し込まれた値を差し引く必要がある
ため、１フレーム遅延フレームメモリ２５により１フレーム期間遅延させた当該絵素電極
の電圧値を用いて、１フレーム期間前の補正量を再び算出し、当該絵素の補正量から差し
引いた後、それぞれの補正量格納ラインメモリ２６，２７に蓄積する。
【０１０８】
　補正演算回路２８は、自列補正量格納ラインメモリ２６及び隣接列補正量格納ラインメ
モリ２７に蓄積された値と、１フレーム遅延フレームメモリ２５により１フレーム期間遅
延された当該絵素電極の電圧値とを基に、当該絵素電極に印加される電圧値を補正する。
ここでの補正演算には上述の数式３を用いて補正を行う。もしくは、補正ＬＵＴ２９を用
いて補正値を抽出し、当該絵素信号を補正することも可能である。また、補正ＬＵＴ２９
の補正値はＴＦＴ－ＬＣＤ６固有のものであるため、外部から書き換え可能であることが
望ましい。
【０１０９】
　そして、補正演算回路２８により補正された電圧値を、デジタルレベル変換ＬＵＴ３０
により、デジタルレベルに変換し直し、デジタル映像信号として後段へ出力する。デジタ
ルレベル変換ＬＵＴ３０は、ＴＦＴ－ＬＣＤ６固有の電圧特性を基に作成する。電圧特性
はＴＦＴ－ＬＣＤ６固有のものであるため、外部から書き換え可能であることが望ましい
。
　尚、上述したＬＵＴ２３、２９、３０はＲＡＭやＲＯＭで容易に実現できる。
【０１１０】
　上記構成のクロストーク解消回路によって補正された信号は、タイミング制御部（ＴＣ
）３に入力され、タイミング制御部３では外部から印加される垂直及び水平同期信号Ｓに
応じて、表示信号をソースドライバー４に出力するとともに、ＴＦＴを走査するための走
査信号をゲートドライバー５に出力する。液晶パネルはソースドライバー４とゲートドラ
イバー５により駆動されるので、以上の構成により、ソースラインと水平な方向に生じる
クロストークすなわち画面垂直方向に発生するクロストークを補正し、高品位な画像表示
を得ることができる。
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【０１１１】
　上述の実施形態においては、当該絵素電極に表示信号が入力されてから、次回再び入力
されるまでの未来１フレーム期間中に、当該絵素電極のソースラインに沿って連なる絵素
電極に入力される表示信号と、そのソースラインと平行に隣接する隣接ソースラインに沿
って連なる絵素電極に入力される表示信号とを用いて、当該絵素電極の表示信号を補正す
ることで、当該絵素電極のソースラインと、隣接ソースラインとから影響を受けて発生す
る当該絵素電極のクロストークをほぼ正確に解消することができる。
【０１１２】
　ここで、上述の実施形態においては、当該絵素電極のソースラインと、隣接ソースライ
ンと、当該絵素電極との間に容量結合が存在する場合に発生するクロストークを解消する
ものについて説明したが、例えば、隣接ソースラインとの間に容量結合が存在しない場合
は、当該絵素電極のソースラインに沿って連なる絵素電極に入力される表示信号と、当該
絵素電極に入力される表示信号とのみを用いて、当該絵素電極の表示信号を補正すること
で、当該絵素電極のソースラインから影響を受けて発生する当該絵素電極のクロストーク
を解消することができる。
【０１１３】
　さらに、当該絵素電極に表示信号が入力されてから、次回再び入力されるまでの未来１
フレーム期間中に、電極配線等の要因から、画面全体の絵素電極に入力される表示信号か
ら影響を受ける場合がある。この場合は、上述の実施形態の補正量格納ラインメモリ２６
、２７に蓄積した、各絵素列ごとのデータをすべて用いて当該絵素電極に入力される表示
信号を補正することで、全画面の他の絵素から影響を受けて発生するクロストークを解消
することができる。
【０１１４】
　図１０は、上記のクロストーク解消回路の構成を簡略化した他の実施形態を説明するた
めの図で、液晶表示装置の要部をブロック図で示すものである。図１０において、図９と
同様の機能を有する部分には、図９と同じ符号を付けてある。本実施形態は、１フレーム
遅延フレームメモリを用いることなく、回路規模の容量を低減することができるものであ
る。以下に、本発明による簡略化クロストーク解消回路の実施形態について説明する。
【０１１５】
　本実施形態による液晶表示装置は、図１０に示すように、クロストーク解消回路として
、デジタルレベルを電圧値に変換するための電圧値変換ＬＵＴ２３と、１ライン期間の映
像信号を遅延させるための１ライン遅延ラインメモリ２４と、１フレーム期間分の自列補
正量を演算する自列総和回路３１と、１フレーム期間分の隣接列補正量を演算する隣接列
総和回路３２と、１フレーム期間分の自列補正量を格納する自列補正量格納ラインメモリ
２６と、隣接列補正量を格納するための隣接列補正量格納ラインメモリ２７と、補正演算
回路２８と、補正量を抽出するためのＬＵＴ２９と、電圧値をデジタルレベルに変換する
デジタルレベル変換ＬＵＴ３０とが設けられている。
【０１１６】
　クロストーク解消回路内では、補正量を求める際に電圧値で演算するため、入力された
映像信号を電圧値変換ＬＵＴ２３にて電圧値に変換する。電圧値変換ＬＵＴ２３はＴＦＴ
－ＬＣＤ６固有の電圧特性を基に作成する。電圧特性はＴＦＴ－ＬＣＤ６固有のものであ
るため、外部から書き換え可能であることが望ましい。
【０１１７】
　１ライン遅延のためのラインメモリ２４は、当該絵素電極の電圧値と、液晶パネルのソ
ースラインに水平な方向の下方に隣接する絵素電極の電圧値との差分を取るために用いる
。入力された当該絵素電極の電圧値を１ライン期間遅延させることで、当該絵素電極のソ
ースラインと水平方向の下方に隣接する絵素電極の電圧値が得られ、当該絵素電極の電圧
値との差分を取ることが可能となる。
【０１１８】
　当該絵素電極の電圧値と、該絵素電極のソースラインと水平方向の下方に隣接する絵素
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電極の電圧値との差分に、容量結合比α、βをそれぞれ掛け合わせる。この容量結合比α
、βは上述の数式１より求められる。容量結合比α、βはＴＦＴ－ＬＣＤ６の固有の値と
なるため、外部から変更できるようにしておくのが望ましい。
【０１１９】
　自列総和回路３１、及び隣接列総和回路３２は、当該絵素電極のソースラインと水平方
向に連なるすべての絵素電極の電圧値、及び当該絵素電極のソースラインと垂直方向に隣
接する絵素電極と該絵素電極のソースラインと水平方向に連なるすべての絵素電極との電
圧値を、１フレーム期間分蓄積するために用いる。すなわち、当該絵素電極の電圧値と該
絵素電極のソースラインと水平方向の下方に隣接する絵素電極の電圧値との差分に容量結
合比α、βをそれぞれ掛け合わせたものを、自列総和回路３１、及び隣接列総和回路３２
に足し込み蓄積していく。
【０１２０】
　自列総和回路３１、及び隣接列総和回路３２で１フレーム分蓄積された電圧値は、次の
フレーム表示開始タイミング（垂直同期信号）に合わせて自列補正量格納ラインメモリ２
６、及び隣接列補正量格納ラインメモリ２７に転送する。
【０１２１】
　自列補正量格納ラインメモリ２６、及び隣接列補正量格納ラインメモリ２７は、自列総
和回路３１、及び隣接列総和回路３２から転送された電圧値を１フレーム期間保持し、入
力表示信号に対応した電圧値を補正演算回路２８に転送する。
【０１２２】
　補正演算回路２８は、自列補正量格納ラインメモリ２６及び隣接列補正量格納ラインメ
モリ２７に保持されている値と、１ライン遅延ラインメモリ２４により１ライン期間遅延
された当該絵素電極の電圧値とを基に、当該絵素電極に印加される電圧値を補正する。こ
こでの補正演算には上述の数式３を用いて補正を行う。もしくは、補正ＬＵＴ２９を用い
て補正値を抽出し、当該絵素を補正することも可能である。また、補正ＬＵＴ２９の補正
値はＴＦＴ－ＬＣＤ６固有のものであるため、外部から書き換え可能であることが望まし
い。
【０１２３】
　そして、補正演算回路２８により補正された電圧値を、デジタルレベル変換ＬＵＴ３０
により、デジタルレベルに変換し直し、デジタル映像信号として後段へ出力する。デジタ
ルレベル変換ＬＵＴ３０は、ＴＦＴ－ＬＣＤ６固有の電圧特性を基に作成する。電圧特性
はＴＦＴ－ＬＣＤ６固有のものであるため、外部から書き換え可能であることが望ましい
。
　尚、上述したＬＵＴ２３、２９、３０はＲＡＭやＲＯＭで容易に実現できる。
【０１２４】
　上記構成の簡略化クロストーク解消回路によって補正された信号は、タイミング制御部
（ＴＣ）３に入力され、タイミング制御部３では外部から印加される垂直及び水平同期信
号Ｓに応じて、表示信号をソースドライバー４に出力するとともに、ＴＦＴを走査するた
めの走査信号をゲートドライバー５に出力する。液晶パネルはソースドライバー４とゲー
トドライバー５により駆動されるので、以上の構成により、ソースラインと水平な方向に
生じるクロストーク、すなわち画面垂直方向に発生するクロストークを補正し、高品位な
画像表示を得ることができる。
【０１２５】
　上記の簡略化クロストーク解消回路によれば、完全なクロストークの補正を行うことが
できないが、例えばＴＶ（テレビジョン受像機）等に使用の場合であれば、入力画像の高
域成分はあらかじめフィルタリングされており、画面内をほぼ一様ととらえても問題はな
く、また、フレーム間での画像信号の差異も小さく（フレーム間相関が大きく）、特に人
間の視覚特性において色差の感度は小さいため、実用上問題はない。上記の簡略化したク
ロストーク解消回路はこの点に着目したものであり、回路規模を低減した構成で補正の効
果を上げることができる。
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【０１２６】
　上述の実施形態においては、当該絵素電極に表示信号が入力されるまでの過去１フレー
ム期間中に、当該絵素電極のソースラインに沿って連なる絵素電極に入力される表示信号
と、そのソースラインと平行に隣接する隣接ソースラインに沿って連なる絵素電極に入力
される表示信号とを用いて、当該絵素電極の表示信号を補正することで、当該絵素電極の
ソースラインと、隣接ソースラインとから影響を受けて発生する当該絵素電極のクロスト
ークをほぼ正確に解消することができる。
【０１２７】
　ここで、上述の実施形態においては、当該絵素電極のソースラインと、隣接ソースライ
ンと、当該絵素電極との間に容量結合が存在する場合に発生するクロストークを解消する
ものについて説明したが、例えば、隣接ソースラインとの間に容量結合が存在しない場合
は、当該絵素電極のソースラインに沿って連なる絵素電極に入力される表示信号と、当該
絵素電極に入力される表示信号とのみを用いて、当該絵素電極の表示信号を補正すること
で、当該絵素電極のソースラインから影響を受けて発生する当該絵素電極のクロストーク
をほぼ正確に解消することができる。
【０１２８】
　さらに、当該絵素電極に表示信号が入力され １フレーム期間中に、電極配
線等の要因から、画面全体の絵素電極に入力される表示信号から影響を受ける場合がある
。この場合は、上述の実施形態の補正量格納ラインメモリ２６、２７に蓄積した、各絵素
列ごとのデータをすべて用いて当該絵素電極に入力される表示信号を補正することで、全
画面の他の絵素から影響を受けて発生する当該絵素電極のクロストークをほぼ正確に解消
することができる。
【０１２９】
　さらに、上述した本発明の実施形態に係るＬＵＴ２、補正ＬＵＴ２９を作成する際の光
学測定方法について説明する。各原色における所定レベルｍの絵素表示信号による白，赤
，緑，青の表示輝度をそれぞれＷｍ，Ｒｍ，Ｇｍ，Ｂｍとした時、Ｗｍ＝Ｒｍ＋Ｇｍ＋Ｂ
ｍとなることが理想とされる。しかし、上述のクロストークが発生しているため、Ｗｍ＝
Ｒｍ＋Ｇｍ＋Ｂｍとならない。また、赤，緑絵素におけるそれぞれの所定レベルｍ，ｎの
絵素表示信号による表示輝度をＲｍＧｎとした時も同様に、ＲｍＧｎ＝Ｒｍ＋Ｇｎとなら
ない。
【０１３０】
　ＬＵＴを作成するための光学測定には、ＲＧＢ中の２色を用いて行う。例えば、隣接す
る絵素、赤，緑を同時に点灯し、それぞれの所定レベルｍ，ｎを変化させた時の表示輝度
の光学測定を基に補正値を決定する。赤，緑絵素の所定レベルに対する補正値をＨｒ，Ｈ
ｇとした時、Ｒ（ｍ＋Ｈｒ）Ｇ（ｎ＋Ｈｇ）＝Ｒｍ＋Ｇｎを満たすような補正値Ｈｒ，Ｈ
ｇを抽出する。同様に、緑，青の絵素間、青，赤の絵素間においても同様に光学測定を行
う。
【０１３１】
　上述したとおり、クロストークは電気的なクロストークと光学的なクロストークが存在
する。電気的クロストークは隣接する絵素間において、バス電極と絵素電極間の寄生容量
が存在するため、垂直及び水平方向に発生する。また、光学的クロストークはカラーフィ
ルタとバックライトの分光波長特性の差異に起因する光漏れのため、水平、垂直及び斜め
方向に発生する。そこで、本発明のクロストーク解消回路は、上述の光学測定結果により
カラーフィルタの光漏れ等を加味したＬＵＴを作成することで、電気的なクロストークの
みならず、光学的クロストークをも解消することができる。従って、本発明のクロストー
ク解消回路は、画面の垂直、水平及び斜め方向に生じる全てのクロストークを解消するこ
とが可能となる。
【０１３２】
　尚、これまでの説明において、当該絵素電極のソースラインと水平方向に連なる他の絵
素電極とは、当該絵素電極と接続されているソースラインに沿って配設されている絵素電
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極のことである。また、当該絵素電極のソースラインと垂直方向に隣接する絵素電極とは
、当該絵素電極と接続されているゲートラインに沿って配設されている絵素電極のことで
ある。
【０１３３】
　さらに、これまでの説明において、本発明は当該絵素電極の表示輝度が略一定となるよ
うな補正を行うものであることを詳述しているが、ここでの略一定とは、人間の視覚には
、色の許容差が存在することは本願の出願時によく知られた事項であり、観測者にとって
十分本来の色に見える程度、範囲を示す。例えば、図１１は色差ΔＥのレベル分けと一般
的な視覚の程度を示したものであり、図中の印象レベルでは同じ色として扱える範囲、す
なわち色差が６ .５以下となるレベルが略一定に相当するものである。
【図面の簡単な説明】
【０１３４】
【図１】本発明によるクロストーク解消回路の一実施形態を説明するための図である。
【図２】画素の構成例とこのときのクロストークの影響について説明するための図である
。
【図３】本発明に適用するＬＵＴの一構成例を説明するための図である。
【図４】本発明に適用するＬＵＴの他の構成例を説明するための図である。
【図５】自絵素レベルを横軸に、補正値を縦軸にとったグラフの一例を示す図である。
【図６】隣接絵素レベルを横軸に、補正値を縦軸にとったグラフの一例を示す図である。
【図７】隣々接絵素を考慮した処理を説明するためのＬＵＴの要部構成を示す図である。
【図８】本発明によるクロストーク解消回路の他の実施形態を説明するための図である。
【図９】本発明によるクロストーク解消回路の他の実施形態を説明するための図である。
【図１０】本発明によるクロストーク解消回路の他の実施形態を説明するための図である
。
【図１１】色差ΔＥのレベルと一般的な視覚の程度を示した図である。
【図１２】ＳＨＡ技術を利用したＴＦＴ液晶パネルにおける絵素電極の構成例を説明する
ための図である。
【図１３】一般的なカラーフィルタの分光特性を示した図である。
【符号の説明】
【０１３５】
１…隣接絵素取得回路、２…ＬＵＴ、３…タイミング制御部（ＴＣ）、４…ソースドライ
バー、５…ゲートドライバー、６…ＴＦＴ－ＬＣＤ、１１…絵素電極、１２…ＴＦＴ、１
３…ソースライン、１４…ゲートライン、１５…寄生容量、２１…第１ＬＵＴ、２２…第
２ＬＵＴ、２３…電圧値変換ＬＵＴ、２４…１ライン遅延ラインメモリ、２５…１フレー
ム遅延フレームメモリ、２６…自列補正量格納ラインメモリ、２７…隣接列補正量格納ラ
インメモリ、２８…補正演算回路、２９…補正ＬＵＴ、３０…デジタルレベル変換ＬＵＴ
、３１…自列総和回路、３２…隣接列総和回路。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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